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江
戸
時
代
の

経
済
機
構

堀

江

イ果

瞳

本
稿
は
、
生
産
槽
構
・
請
通
欄
構
・
領
域
経
済
と
全
国
経
碑
白
三
節
に
分
っ
て
、
江
戸
時
代
白
桓
済
構
構
を
概
視
し
た
も
白
で
あ
る
。
意
闘
す
る

と
と
ろ
は
、
貨
幣
綿
棒
の
著
し
き
挫
民
を
合
ん
だ
封
建
組
抽
酬
の
構
喧
を
鳥
敵
し
、
以
て
経
済
政
策
を
要
請
す
る
紹
済
問
題
・
世
官
問
題
の
生
ず
べ
き
一

基
底
を
明
か
に
せ
ん
と
す
る
に
あ
る
。
従
つ
で
本
稿
に
於
て
は
敢
九
て
結
論
を
導
き
出
さ
な
か
っ
た
が
、
こ
白
結
論
は
、
他
日
掛
曾
あ
ら
ぽ
、
「
江

戸
時
代
田
輝
慣
問
題
」
な
る
形
式
に
於
て
、
改
め
て
起
稿
し
た
い
主
恩
ワ
て
ゐ
る
。
積
者
白
諒
承

E
乞
ふ
。

生

産

機

構

江
戸
時
代
の
一
枇
舎
閥
係
は
封
建
的
で
あ
り
、
而
も
そ
れ
は
幕
府
主
頂
結
と
す
る
一
個
の
ピ
ヲ
ミ
ツ

F
却
に
構
成
せ
ら
れ
た
巾
央
集

樺
的
封
建
制
度
で
あ
っ
た
。
そ
白
下
に
於
け
る
封
建
領
主
は
幕
府
自
身
及
び
二
百
数
十
の
諸
侯
で
あ
っ
て
、
更
に
下
居
の
領
土
も
あ

っ
た
け
れ
左
も
、
そ
D
4
旦
要
性
は
無
腕
す
る
も
可
友
る
も
D

で
あ
っ
た
。
か
〈
て
営
時
に
於
て
は
、
幕
府
及
び
諸
伎
と
そ
の
飼
民
と

白
封
建
的
関
係
白
う
ち
に
経
済
闘
係
が
存
し
、
そ
と
に
首
時
の
枇
舎
の
経
済
構
浩
又
は
下
部
構
造
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

己
D
経
済
構
造
に
於
て
、
生
産
の
中
心
を
な
す
も
白
が
農
業
生
産
で
あ
り
、
そ
白
櫓
賞
者
が
百
姓
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
い
ふ
迄
も

‘
な
い
と
己
る
で
あ
っ
て
、
如
何
に
そ
れ
が
重
要
な
地
位
を
占
め
て

b
た
か
は
、
普
通
に
農
村
人
口
が
全
人
口
白
入
制
を
占
め
て
ゐ
た

と
推
定
せ
ら
る
ミ
に
よ
っ
て
も
明
か
で
あ
る
。
農
業
生
産
の
本
惜
は
同
畑
の
耕
作
に
あ
る
。
と
の
田
畑
は
百
姓
と
領
主
と
り
問
の
封

建
的
関
係
白
媒
介
と
友
っ
た
も
D
で
あ
っ
亡
、
従
っ
て
百
姓
の
奉
仕
す
る
年
貢
は
、
資
本
家
枇
品
開
白
地
組
と
は
そ
り
考
へ
方
に
於
て

江
戸
時
代
白
鯉
梼
柵
椿

第
五
十
=
一
巻

ヨ王

停
五
旗



江
戸
時
代
白
融
済
構
構

第
五
+
三
巻

宝王

第
宜
漉

頗
る
趣
を
異
に
し
た
。
例
へ
ば
常
時
の
租
率
を
僻
す
る
売
な
る
請
は
、
本
来
は
年
貢
と
し
て
徴
牧
し
た
建
徐
郎
ち
作
徳
米
を
百
姓
に

売
し
興
ふ
る
意
で
あ
る
己
と
、
年
貢
が
牧
読
祝
に
非
宇
し
て
牧
穫
税
で
あ
っ
た
こ
と
等
、
年
貢
白
木
質
を
最
も
よ
く
窺
は
し
む
る
も

の
で
あ
ら
う
。

換
言
す
れ
ば
、
同
畑
耕
作
の
理
念
は
、
百
姓
の
生
前
手
段
と
い
ふ
酔
間
に
あ
っ
た
の
で
は
友
〈
、
領
主
に
経
済
的
基
礎
を
提
供
す
る

と
い
ふ
賄
に
あ
っ
た
ロ
潟
水
春
水
が
唱
ふ
る
と
こ
ろ
の
『
農
は
納
た
り
]
て
ふ
標
語
は
、
と
の
理
念
を
最
も
端
的
に
表
現
す
る
も
白

で
あ
ら
う
。
幕
府
・
諸
侯
が
田
地
永
代
寅
買
を
禁
じ
、
分
地
を
制
限
し
、
百
姓
に
居
住
移
特
や
職
業
選
揮
の
自
由
を
原
則
と
し
て
認

め
宇
、
更
に
生
産
生
活
は
勿
論
消
費
生
活
に
至
る
ま
で
、
些
末
の
駈
に
亙
っ
て
干
渉
を
加
へ
た
の
は
、
か

L
Z
理
念
よ
り
し
て
常
然

の
事
柄
で
あ
っ
た
。
士
た
領
主
が
義
倉
・
枇
合
没
ど
の
施
設
に
よ
っ
て
凶
歳
に
備
へ
、
凶
歳
に
は
夫
食
糧
貸
等
の
方
法
に
よ
っ
て
極

カ
窮
民
の
救
済
に
任
じ
た
0
・
も
、
亦
営
然
の
事
柄
で
あ
っ
た
。

要
す
る
に
、
蛍
時
の
田
畑
耕
作
は
、
少
く
と
も
版
寅
の
目
的
で
行
は
れ
た
も
の
で
は
左
か
っ
た
。
債
格
が
生
産
申
増
減
を
制
約
し

た
の
で
は
な
か
っ
た
。
か
く
て
「
農
民
は
五
穀
の
債
を
知
ら
ざ
る
を
良
農
と
す
』
と
も
稀
せ
ら
れ
た
も
D
で
、
こ
り
言
葉
は
計
量
的

た
百
姓
も
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
が
、
か
L
A

る
計
量
が
渇
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
範
園
は
限
ら
れ
て
ゐ
た
。
査
し
上

過
の
理
念
と
関
聯
し
て
、
同
畑
の
年
貢
は
原
則
と
し
て
米
納
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

勿
論
米
は
商
品
と
し
て
市
場
に
現
は
れ
た
。
存
営
時
米
は
最
大
の
商
品
で
あ
っ
た
。
併
し
そ
の
商
品
化
す
る
過
程
は
、
農
家
の
作

徳
米
白
自
家
消
費
部
分
を
除
い
た
時
間
飴
が
商
人
を
通
じ
て
商
品
化
せ
ら
る
L
か
、
若
〈
は
年
貢
米
が
封
建
領
主
ま
た
は
と
れ
よ
り
時

米
を
叉
く
る
武
士
を
通
じ
て
商
品
化
せ
ら
る
i
h

か
、
何
れ
か
で
あ
っ
て
、
特
忙
大
市
場
に
於
て
は
後
者
の
方
が
主
要
で
あ
っ
た
。
江

戸
時
代
の
経
済
主
土
地
経
済
と
呼
び
、
之
を
貨
幣
経
済
1
F
一
割
置
す
Z
自
は
、
営
時
心
主
要
生
産
手
段
が
土
地
で
あ
り
、
主
要
生
産
業
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が
農
業
で
あ
っ
た
こ
と
の
み
に
上
る
の
で
は
友
〈
て
、
買
に
土
地
が
封
建
的
批
曾
閥
係
の
主
た
る
媒
介
で
あ
り
、
農
業
が
か
h

る
闘

係
の
下
に
替
ま
れ
て
ゐ
た
E
と
陀
上
る
の
で
あ
る
。
己

L
に
生
産
機
構
の
根
本
が
あ
る
。

首
時
の
農
家
経
済
ば
、
時
代
の
経
過
と
共
に
究
第
に
貨
幣
経
済
に
織
込
ま
れ
る
度
合
が
進
ん
だ
が
、
今
日
に
比
す
れ
ば
自
給
自
足

の
度
合
は
高
か
っ
た
。
こ
の
事
は
農
耕
と
手
工
業
と
が
成
汎
に
結
合
さ
れ
て
ゐ
た
と
と
を
意
味
す
る
。
加
之
、
大
量
的
・
全
圃
的
に

消
せ
ら
る
t
h

も
の
、
例
へ
ば
生
綜
・
木
帥
州
織
物
・
脚
機
物
・
紙
・
酬
明
・
漆
・
砂
糖
・
晶
表
・
襲
五
た

E
は
殆
ど
綿
て
農
村
に
於
て
生

資
せ
ら
れ
た
。
己
れ
は
専
門
手
て
業
者
の
殆

E
存

L
左
か
っ
た
王
朝
時
代
の
偉
統
に
よ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
更
に
原
料

と
り
閥
係
を
も
考
へ
ね
ば
左
ら
由
。
邸
ち
化
皐
工
業
や
金
属
工
業
の
後
達
し
て
ゐ
た
い
営
時
に
於
て
は
、
大
量
的
に
需
要
せ
ら
る
h
h

工
業
製
品
は

加
ふ
る
に
製
油
工
程
が
概
ね
単
純
で
あ
っ
た
か

ら
、
農
村
手
工
業
は
鹿
汎
に
存
績
し
、
稜
展
し
得
た
の
で
あ
る
。
勿
論
上
池
田
諸
工
業
が
、
農
村
の
各
戸
を
通
じ
て
一
様
に
行
は
れ
.

農
作
物
を
直
接
の
原
料
と
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、

て
ゐ
た
と
い
ふ
の
で
は
た
〈
、
都
市
針
農
村
の
闘
係
か
ら
見
て
、
概
し
て
農
村
工
業
で
あ
っ
た
と
い
ふ
意
味
で
あ
る
。

王
朝
時
代
に
は
、
此
等
工
業
製
品
の
一
部
は
席
・
剖
と
し
て
上
納
せ
ら
れ
、
他
は
白
家
用
に
供
せ
ら
れ
、
極
め
て
少
量
の
も
白
が

市
に
持
附
さ
れ
た
。
併
し
江
戸
時
代
に
は
租
税
'
と
し
て
上
納
せ
ら
る
h

も
白
は
殆

E
た
く
、
自
家
用
に
供
し
及
び
商
品
と
し
て
販
費

に
併
せ
ら
れ
た
。
山
口
滞
が
領
内
の
山
代
地
方
に
年
貢
と
し
て
紙
を
課
し
た
や
ろ
た
例
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
同
地
方
が
産
米
に
遡
せ

十
、
製
紙
を
以
て
主
産
業
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
か
ゃ
う
た
例
は
外
に
も
多
く
存
す
る
と
と
L
思
ふ
が
、
そ
れ
は
寧
ろ
例
外
で
あ
っ

て
、
更
に
自
家
用
に
供
す
る
よ
り
も
寧
る
販
寅
に
供
す
る
円
的
で
生
産
せ
ら
る
h

場
合
も
少
く
な
か
っ
た
。
と
れ
は
既
に
中
世
に
於

て
兄
ら
れ
た
傾
向
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
益
々
盛
ん
忙
た
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
地
方
特
産
物
と
し
℃
名

E
植
は
れ
た
も

り
は
、
慨
ね
か

t
A
Z
商
品
化
し
た
農
村
工
業
製
品
で
あ
っ
売
。

江
戸
時
代
田
鰹
梼
棚
橋

第
五
十
三
巻

宜

停
主
観



江
戸
時
代
の
組
問
機
構

第
王
十
三
巻

第

主

規

四

五
一
回

か
〈
白
如
く
農
村
手
工
業
は
年
貢
と
い
ふ
閥
係
か
ら
解
放
せ
ら
れ
て
ゐ
た
と
は
い
ふ
も
D

L
、
封
建
的
枇
合
閥
係
そ
の
も
の
か
ら

相
附
比
さ
れ
た
わ
げ
で
は
な
か
っ
た
。
即
ち
原
料
で
あ
る
特
用
農
産
物
の
栽
時
は
、
五
穀
特
に
米
作
の
妨
げ
と
な
ら
ね
範
閣
内
に
於
て

の
み
許
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
農
耕
を
抱
擁
し
て
手
工
業
に
専
心
す
る
己
と
は
許
さ
れ
ざ
る
と
己
ろ
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
農
村

工
業
は
、
田
畑
耕
作
と
比
較
す
れ
ば
頗
る
商
品
生
産
化
し
て
ゐ
売
と
は
い
へ
、
全
然
そ
れ
と
別
個
の
範
鳴
に
属
し
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
。
か
く
て
そ
E
K
は
、
強
制
的
性
質
を
帯
び
た
問
屋
奨
繭
政
策
が
行
は
れ
得
た
白
で
あ
り
、
ま
た
園
産
の
専
買
苫
へ
も
行
は
れ

。
照

周
書

湯
劃

鵠
ん
郁

容
P

R
第

多
種
類
の
工
業
が
行
は
れ
、
酒
誼
業
・
絞
川
市
業
・
晒
酬
明
及
び
蝋
燭
製
造
業
・
染
物
業
・
寅
雑
誌
製
造
業
株
主
」
頗
る
盛
大
で
あ
り
、
生
白
骨

4
H叫

れ

町

誌

本

粉
・
丹
・
刻
昆
布
・
精
鋼
、
或
は
打
綿
則
の
一
唐
弓
弦
友
ど
は
大
阪
を
殆
ど
唯
一
ー
の
生
産
地
と
し
た
。

L
業
都
市
と
知
ら
る
L
京
都
は
休
日
ハ

」
業

繭
工

奨
白

産
阪

国
大

の
の

代
代

時
時

戸
戸

江
江

「
「

稿
稿

拙
拙

得
た
の
で
あ
る
。

工
業
は
勿
論
都
市
に
も
行
は
れ
た
。
多
く
の
都
市
に
は
大
工
・
充
官
・
鍛
治
・
屡
減
・
建
具
峨
・
履
物
械
な
ど
が
居
り
、
ま
た
織

物
・
染
物
・
武
具
・
装
身
具
・
調
度
共
他
。
日
常
生
前
用
品
や
趣
好
品
が
作
ら
れ
た
。
商
業
都
市
と
し
て
知
ら
れ
た
大
阪
に
も
頗
る

美
術
工
業
の
中
心
地
で
あ
っ
て
、
西
陣
織
を
始
め
染
物
・
刺
繍
・
漆
器
・
陶
磁
器
・
七
費

木
竹
細
工
友

E
の
製
品
は
、
質
に
於
て
天

干
に
冠
絶
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
政
治
の
中
心
地
で
あ
る
江
戸
に
於
て
も
、
各
種
の
日
常
生
前
用
品
工
業
干
美
術
工
業
が
起
っ
た
。

都
市
の
手
工
業
者
は
普
通
に
職
人
と
い
ひ
、
之
に
は
幕
府
・
諸
俣
の
御
用
を
勤
め
る
御
用
達
職
人
と
平
職
人
と
の
身
分
的
業
遣
が

あ
っ
た
。
前
者
は
特
椿
職
人
で
あ
り
夫
々
の
峨
の
棟
梁
で
あ
っ
て
、
江
戸
に
は
か
ミ
る
職
人
は
画
数
十
人
あ
り
、
幕
府
よ
り
扶
持
を

受
け
て
生
活
し
、
屋
敷
を
給
興
せ
ら
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
。
大
阪
の
所
謂
三
町
人
も
を
れ
で
あ
り
、
京
都
の
中
井
主
水
は
禁
裡
の
御

用
達
に
し
て
、
畿
内
及
び
近
江
D
大
工
・
木
挽
・
村
D
三
峨
は
皆
そ
り
綿
山
一
目
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
更
に
江
戸
に
於
て
は
、
諸
職

人
。
集
住
す
る
町
々
に
闘
役
と
稲
し
て
夫
役
(
勢
務
奉
仕
又
は
銀
納
)
が
課
せ
ら
れ
、
諸
藩
に
於
て
も
水
役
・
大
工
役
た
ど
と
裕
し
て
大

3) 
4) 



工
共
他
の
職
人
に
主
主
課
し
的
。
此
等
の
特
権
峨
人
の
制
度
中
、
職
人
忙
劉
ず
る
夫
役
課
徴
の
制
度
が
何
庭
に
そ
の
源
流
を
設
す
る

か
、
恐
ら
〈
王
朝
時
代
の
工
匠
の
上
番
制
度
宇
中
世
の
座
D
制
山
止
に
之
を
求
め
る
こ
と
が
山
川
来
る
の
で
あ
ら
う
が
、
何
れ
に
し
て
も

か
L
る
制
度
下
の
峨
人
の
身
分
に
は
、
封
建
的
色
彩
が
腐
る
濃
厚
で
あ
っ
た
。

併
し
多
〈
の
手
工
業
者
は
か
l
h

る
制
度
下
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
賃
仕
事
乃
至
は
性
文
生
産
で
は
左
く
、
商
品
生
産
を
在
す
手

工
業
者
、
と
れ
は
普
通
に
峨
商
人
と
呼
ば
れ
た
が
、
慨
し
亡
彼
等
は
身
分
的
に
自
由
で
あ
っ
た
。
手
工
的
工
場
立
業
の
形
態
忙
ま
で

護
展
し
た
諸
工
業
、
例
へ
ば
清
治
業
・
晒
蝋
業
・
絞
油
業
・
或
種
の
織
物
業
た
ど
の
経
笹
者
も
同
様
で
あ
っ
た
。
経
っ
て
此
等
の
ヱ

業
に
於
て
は
、
封
建
的
友
特
権
又
は
奉
仕
白
関
係
を
離
れ
て
経
皆
を
行
ふ
己
と
が
出
来
た
。
尤
も
封
建
的
精
神
の
横
溢
せ
る
営
時
、

そ
の
終
結
官
が
自
ら
偉
統
に
拘
束
せ
ら
れ
た
と
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
殊
忙
同
業
者
相
寄
っ
て
株
仲
間
を
組
織
せ
る
揚
合
、
仲
間
白
煙

の
統
制
乃
至
は
仲
間
を
通
じ
て
具
現
す
る
封
建
領
主
の
統
制
に
服
し
な
げ
れ
ば
な
ら
泣
か
っ
た
こ
と
は
、
詳
論
す
る
ま
で
も
在
い
。

以
上
農
村
及
ぴ
都
市
の
工
業
を
、

主
と
し
て
封
建
的
批
曾
聞
係
主
い
ム
視
鮪
か
ら
眺
め
た
が
、

そ
の
関
係
の
一
厚
薄
如
何
に
拘
ら

宇
、
基
業
生
産
が
封
建
領
主
に
経
済
的
基
礎
を
提
供
す
る
と
と
を
却
念
と
し
た
り
に
針
し
、
工
業
生
産
は
概
し
て
生
産
者
の
家
計
維

持
乃
至
は
利
潤
の
獲
得
を
理
念
と
し
、
従
っ
て
生
産
は
直
ち
に
寅
買
に
繋
ワ
て
ゐ
た
。
殊
に
原
料
を
仕
入
れ
て
と
れ
に
加
工
す
る
左

い
ふ
り
が
一
般
的
形
抽
出
で
あ
っ
た
都
市
の
工
業
に
於
て
は
、
技
術
的
意
味
で
の
生
産
白
前
後
に
署
員
の
過
程
が
随
伴
し
た
も
の
で
あ

っ
て
、
生
産
者
の
立
揚
か
ち
す
れ
ば
、
生
産
は
同
時
に
資
本
の
同
障
で
あ
っ
た
白
で
あ
る
。

か
く
の
如
〈
農
業
生
産
と
工
業
生
産
と
は
そ
白
性
質
を
具
に
し
た
が
、
雨
者
の
一
聞
に
は
頗
る
密
接
友
関
係
が
あ
っ
た
。

A
7
之
を
需

要
・
供
給
の
問
角
か
ら
眺
む
る
忙
、
農
産
物
を
需
要
す
る
も
の
は
商
工
業
者
で
あ
り
、
之
を
供
給
す
る
も
の
は
領
主
・
武
士
及
び
百

姓
で
あ
っ
た
。
之
に
針
し
て
工
産
物
を
需
要
す
る
も
り
は
此
等
の
憾
で
ど
あ
り
、
之
を
供
給
す
る
も
白
は
工
業
者
及
ぴ
百
姓
で
あ
っ

江
戸
時
代
の
極
構
棚
橋

第
五
十
三
春

主E
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僚
主
操
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託
声
時
代
白
煙
情
機
構

停
五
挽

六

第
五
十
一
-
一
巻

ヨ王

六

た
。
市
揚
な
る
請
を
川
ト
ム
る
乙
と
を
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
農
産
物
市
場
及
び
工
産
物
市
場
を
通
じ
て
、
此
等
白
需
要
と
供
給
と
は
航

め
て
錯
綜
し
、
農
業
生
産
と
工
業
生
産
と
は
頗
る
緒
接
友
関
係
自
下
に
置
か
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

か
t
h

る
閥
係
は
中
世
殊
に
そ
の
後
期
以
来
見
ら
れ
た
と
と
ろ
で
あ
っ
て
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
そ
り
度
合
が
如
何
程
高
ま
っ
た
か

は
、
之
を
明
柑
に
す
る
を
仰
な
い
け
れ
ど
も
、
平
和
の
到
来
及
び
生
前
の
安
定
に
伴
ふ
と
己
ろ
の
、
生
活
向
上
の
欲
求
並
に
生
礎
そ

の
も
の
L
褒
建
を
考
庸
十
る
友
ら
ば
、
そ
の
度
合
に
は
中
間
と
比
較
忙
在
ち
む
も
の
が
有
す
る
で
あ
ら
う
。
普
通
に
自
給
自
足
的
生

前
炉
支
配
的
で
あ
っ
た
と
構
せ
ら
る
町
、
江
戸
時
代
初
期
の
農
家
経
済
も
、
モ
の
頃
護
布
せ
ら
れ
た
消
費
生
活
に
閲
す
る
鯛
書
共
他
よ

り
察
す
る
な
ら
ば
‘
そ
の
自
給
自
足
性
を
あ
ま
り
に
強
制
す
る
と
と
は
一
考
を
要
す
る
と
己
ろ
で
あ
ら
う
。

下以頁A
U守0
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1
」究軒白骨祉建封

右
の
幕
府
・
諸
侯
・
武
士
は
、
そ
白
生
活
の
基
礎
を
農
業
生
産
に
置
い
て
ゐ
た
。
と
の
農
業
生
産
は
江
戸
時
代
主
通
じ
て
頗
る
費
‘
噌士博4

4
3
 

1
 

野

と
と
ら
で
法
に
注
意
す
べ
き
は
、
右
の
蹴
係
の
結
び
目
と
し
て
先
づ
京
要
注
地
位
を
占
め
た
も
の
が
、
幕
府
・
諸
侯
及
び
一
般
武

士
で
あ
っ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
c

こ
の
事
は
武
士
の
集
住
ず
る
城
下
町
が
商
品
の
集
散
市
揚
と
し
て
重
要
た
地
位
を
占
め
た
乙
と

に
よ
っ
て
も
窺
は
れ
る
。
域
下
町
共
他
白
都
市
に
は
商
工
業
者
も
集
り
住
み
、
工
業
製
品
在
生
産
し
消
費
す
る
と
共
に
農
産
物
を
消

費
し
た
。
そ
の
工
業
製
品
は
一
部
分
農
村
へ
も
流
入
し
た
D
で
あ
り
、
同
時
に
都
市
の
護
法
は
農
村
白
開
業
的
手
工
業
を
、
自
給
自

足
的
生
産
か
ら
商
品
生
産
へ
、
漸
次
設
展
せ
し
め
た
の
で
あ
っ
て
、
か
〈
て
農
業
生
産
と
工
業
生
産
と
は
悶
る
柄
接
な
閥
係
を
持
つ

亡
と
に
友
っ
た
り
で
あ
る
。

展
し
た
。
之
を
一
市
す
も
の
は
耕
地
面
積
の
増
加
、
農
耕
技
術
の
進
歩
、
作
物
種
類
の
増
加
な
ど
で
あ
っ
て
、
か
L
る
殻
展
と
生
活
の

向
k
と
が
均
衡
を
保
つ
限
り
、
農
業
生
産
と
工
業
生
産
と
は
釣
合
を
保
ち
、
領
主
・
農
民
共
に
不
安
在
き
生
活
を
法
る
と
と
が
出
来

た
。
印
ち
領
主
の
財
政
の
窮
乏
や
武
士
の
生
活
白
困
窮
は
切
賓
に
は
感
ぜ
ら
れ
十
、
農
村
に
於
て
も
生
活
の
向
上

E
件
ひ
っ
i
h

人
口

6) 



が
増
加
し
得
た
D
で
あ
る
。
己
れ
が
印
ち
江
戸
時
代
一
初
期
白
一
般
的
欣
態
で
あ
る
が
、
中
期
以
後
に
在
る
と
右
の
釣
合
は
次
第
に
彼

れ
て
来
た
れ
領
主
及
び
農
民
の
生
活
向
上
と
農
業
生
産
と
が
均
術
を
失
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
農
業
生
産
の
殻
撲
に
も
拘
ら
十
生
活
向

上
の
欲
求
が
そ
れ
以
上
に
増
大
し
た
か
ら
で
あ
る
。
而
し
亡
そ
れ
は
財
政
及
び
武
士
の
家
計
D
窮
乏
、
農
村
人
口
の
停
滞
そ
の
他
の

現
象
止
な
っ
て
現
は
れ
た
。

要
す
る
に
、
性
質
を
異
に
す
る
農
業
生
産
と
工
業
生
産
、
と
白
二
ワ
の
特
異
た
併
し
密
接
な
結
び
付
き
、
己
L
作
江
戸
時
代
の
生

宮
山
機
権
D
特
異
性
が
あ
り
、
そ
白
機
構
自
身
の
汲
展
白
う
ち
に
諸
々
白
経
済
問
題
の
穏
が
賊
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

流

通

機

構

中
世
以
来
次
第
に
殻
達
し
つ
h

あ
っ
た
圏
内
商
業
・
外
園
貿
易
共
に
、
江
戸
時
代
に
入
り
て
毎
々
盛
ん
に
在
っ
た
が
、
そ
の
う
ち

外
岡
貿
易
は
寛
永
の
鎖
園
と
共
忙
俄
か
に
衰
へ
た
。
よ
っ
て
認
で
は
外
岡
貿
易
を
一
膝
考
底
の
外
に
世
昔
、
園
内
商
業
を
中
心
と
し

て
流
通
機
構
を
見
る
と
と
h

し
よ
う
。

商
業
は
、
経
替
墜
的
に
見
る
と
き
は
、
商
品
配
給
の
媒
介
行
鋳
を
本
質
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
経
済
胸
中
的
に
見
る
と
き
は
、
商

品
の
枇
合
的
・
人
格
的
流
通
、
詳
し
く
云
へ
ば
個
別
経
済
的
陀
分
離
せ
る
生
産
と
消
費
(
生
産
的
消
費
を
も
合
む
)
と
白
枇
合
経
済
的
統

一
を
捨
歯
す
る
も
白
で
あ
る
。
縫
っ
で
商
業
の
後
建
は
か
L
る
生
産
と
消
費
と
D
分
離
を
前
提
と
す
る
も
白
で
る
り
、
費
生
的
に
は

個
別
経
済
に
於
け
る
一
定
財
貨
の
飴
剰
生
産
の
存
在
を
前
提
と
す
る
。
江
戸
時
代
に
於
て
こ
の
前
提
が
農
業
及
び
工
業
生
産
の
禁
法

に
よ
っ
て
形
成
せ
ら
れ
た
と
と
は
、
前
項
忙
遁
べ
し
と
と
ろ
に
よ
っ
で
明
か
で
あ
る
が
、
更
に
生
産
白
殻
建
自
身
が
逆
に
商
業
の
護

建
に
よ
っ
て
促
進
せ
ら
れ
た
と
と
も
、
己
is

に
説
明
す
る
迄
も
た
い
。

江
戸
時
代
白
樫
梼
醐
構

第
五
十
三
巷

ヨ工

七

停
玉
髄

士



江
戸
時
代
目
経
持
機
構

第
五
十
三
巻

五

F、

俸
五
強

J、

生
産
白
夜
遣
を
前
提
と
し
・
貨
幣
制
度
の
整
備
や
交
通
機
闘
の
掛
階
建
等
の
諸
傑
件
に
裏
ま
れ
て
、
商
業
は
頗
る
殻
達
し
た
。
そ
の

内
容
の
第
一
は
専
門
商
人
の
愛
遠
並
に
商
人
聞
の
峨
能
泊
分
化
で
あ
っ
て
、
後
者
は
問
屋
・
仲
買
・
小
貫
白
匝
別
が
制
然
と
し
て
来

た
こ
と
を
意
味
す
る
。
第
二
は
市
場
の
殻
遣
で
あ
る
。
所
謂
市
場
と
は
要
す
る
に
、
需
要
者
と
供
給
者
と
が
継
続
的
に
相
交
通
す
る

一
の
憤
格
の
成
立
す
る
組
織
で
あ
る
。
か
6
h

る
意
味
で
D
市
場
は
、
部
分
的
に
は
中
世
矧
に
成
立
し
た
で
あ
ら
う

が
、
そ
れ
が
致
注
し
た
の
は
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
而
し
て
市
場
商
品
と
し
て
先
づ
現
は
れ
た
の
は
米
で
あ
っ
て
、

と
と
に
よ
っ
て
、

時
代
の
経
過
と
共
に
市
場
商
品
の
種
類
・
教
育
一
共
に
増
加
し
、
ま
た
市
場
白
地
域
的
範
園
も
究
第
に
全
園
的
と
な
っ
た
。
己
の
市
場

。
中
心
主
占
め
た
も
の
が
大
阪
で
あ
っ
て
、
即
ち
企
図
的
友
商
品
目
集
散
地
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
在
く
、
債
格
形
成
白
中
心
地
で
も

あ
っ
た
。

商
業
の
宮
中
速
に
関
聯
し
て
信
用
制
度
も
亦
顕
著
在
る
護
展
を
示
し
た
。
中
世
の
信
用
制
度
は
、
そ
の
機
闘
と
し
て
質
屋
・
土
倉
友

ど
が
重
要
性
を
持
っ
た
己
と
に
主
っ
て
も
知
ら
れ
る
や
う
に
、
消
費
信
用
を
主
と
し
た
も
白
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
は
之
に
加
ふ

る
に
商
業
信
用
が
殻
達
し
た
。
雨
替
商
の
殻
生
並
に
雨
特
商
の
業
務
の
複
雑
化
が
己
れ
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
‘
そ
れ
は
要
す
る
に

商
品
取
引
が
護
達
し
て
、
生
産
左
消
費
と
が
人
的
に
或
は
場
所
的
・
時
間
的
に
著
し
〈
分
離
し
た
結
果
に
M

げ
な
ら
た
い
。
金
・
銀
・

銭
白
三
貨
が
聯
立
的
に
し
て
今
円
の
意
味
に
於
け
る
本
位
貨
幣
・
補
助
貨
幣
の
関
係
に
左
か
っ
た
こ
と
、
そ
れ
が
雨
替
制
度
の
成
立

を
促
し
た
主
た
る
動
機
で
あ
る
が
、
貨
幣
の
雨
帯
主
必
要
と
し
た
主
な
る
事
情
は
、
商
取
引
そ
の
も
の
に
外
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
而
し
て
信
用
取
引
は
雨
替
商
や
各
種
白
金
貸
業
者
の
み
に
よ
っ
て
行
は
れ
た
の
で
は
在
い
。
問
屋
た
ど
の
商
人
も
生
産
者
に
針

、

す
る
前
由
民
円
形
で
、
成
く
信
用
取
引
を
行
っ
た
。

以
上
の
如
く
、
商
業
並
に
信
用
取
引
が
設
達
し
た
が
、
己
t
h

に
改
め
て
漣
ぶ
べ
き
は
、
そ
れ
が
封
建
的
批
合
開
係
の
持
外
に
於
て



行
は
れ
た
の
で
は
在
か
っ
た
と
い
ふ
と
と
で
あ
る
。
繰
返
し
て
述
べ
る
如
ぐ
、
営
時
の
最
大
の
商
品
は
米
で
あ
り
、
そ
り
商
品
化
に

最
も
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
も
の
は
幕
府
・
誇
侯
及
び
武
士
で
あ
っ
た
。

幕
府
に
於
て
貢
米
を
収
納
す
る
殿
を
御
蔵
と
呼
ぴ
、
江

戸
・
大
阪
・
京
都
を
始
め
長
崎
・
犬
津
・
高
槻
・
駿
府
・
清
水
・
甲
府
其
他
の
各
地
に
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
収
納
米
高
年
々
六
じ
十

高
石
に
し
て
、
そ
れ
は
大
部
分
切
米
・
役
料
等
の
俸
続
的
性
質
の
支
出
に
充
て
ら
れ
て
ゐ
る
と
と
ろ
よ
り
見
る
と
、
天
領
四
百
寓
石

中
の
問
分
D
=
一
以
上
は
商
品
化
せ
ら
れ
た
と
考
へ
得
る
で
あ
ら
う
。
諸
侯
は
犬
限
・
江
戸
・
犬
津
・
敦
賀
・
長
崎
等
に
碕
屋
敷
を
設

け
た
が
、
モ
れ
は
蛍
初
専
ら
貢
米
費
捌
の
た
め
の
機
闘
で
あ
っ
て
、
殊
に
大
阪
に
於
て
は
、

ア
ゲ
牛
の
入
棒
米
凡
そ
四
百
高
石
の
う

ち
、
持
侯
白
一
概
米
は
四
分
。
三
を
占
め
、
堂
島
の
米
市
は
寅
に
こ
の
燕
米
主
中
心
?
と
し
で
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
時
代
の
経

過
と
共
に
融
問
屋
敷
か
ら
排
出
さ
れ
る
商
品
は
吹
第
に
増
加
し
た
。

一
般
武
士
が
寅
椀
ふ
米
の
量
も
、
亦
無
踊
ず
る
を
得
な
い
額
に
上

っ
た
こ
と
で
あ
ら
う
。

此
等
の
米
や
他
の
商
品
の
費
梯
び
は
、
商
は
末
業
在
り
と
せ
ら
れ
た
官
時
の
こ
止
で
あ
る
h
ら
、
商
人
に
委
託
し
で
行
は
れ
た
。

大
阪
の
澱
一
万
、
江
戸
の
札
差
は
そ
の
最
も
著
名
た
る
も
の
で
あ
る
。
農
家
が
販
買
に
供
す
る
農
産
物
及
ぴ
工
業
製
品
に
は
、
地
方
地

方
の
市
共
他
に
於
て
、
直
接
に
消
費
者
へ
販
賀
さ
れ
る
も
の
も
多
か
っ
た
が
、
そ
れ
等
が
商
品
と
し
て
市
場
へ
入
り
込
む
隈
り
に
於

て
は
、
そ
の
費
買
を
掌
る
も
の
が
商
人
で
あ
っ
た
と
と
は
い
ム
迄
も
在
い
。
問
屋
に
よ
る
資
本
の
前
貸
が
、
多
く
大
且
一
旦
的
に
需
要
白

あ
る
種
類
自
農
村
工
業
に
劃
し
て
託
さ
れ
た
事
貨
は
、
と
れ
を
最
も
よ
〈
説
明
す
る
も
白
で
あ
ら
う
。

信
用
取
引
を
掌
る
も
の
が
商
人
で
あ
り
、
そ
の
相
手
方
と
し
て
商
人
自
身
が
重
要
た
地
位
を
占
め
た
己
と
は
、
商
業
白
溌
達
し
た

常
時
白
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
勿
論
説
明
を
要
し
た
い
と
と
る
で
あ
る
。
併
し
、
例
へ
ば
日
戸
・
大
阪
・
京
都
の
本
雨
替
が
替
む
金
銀

寅
貝
・
貸
付
・
千
形
振
出
・
潟
替
・
預
金
な

E
D
業
務
の
う
ち
、
矯
替
業
務
や
貸
付
業
務
に
於
け
る
相
手
方
と
し
て
は
幕
府
・
諸
侯

江
戸
時
代
の
極
祷
槽
構

部
五
十
=
一
巻

三i

ブU

第
五
説

ブL

「日本担問先酔典」榔嬢白項事廊。7) 



江
戸
時
代
の
組
漕
槽
構

第
五
十
三
巻

至ζ

O 

第
五
揖

四
O 

も
頗
る
章
一
要
在
地
位
を
占
め
た
。
=
一
升
組
が
幕
府
の
鴻
替
御
用
主
勤
め
た
と
と
は
い
は
や
も
が
在
、
=
一
都
の
雨
替
屋
は
概
ね
諸
藩
白

御
用
達
を
勤
め
て
潟
替
や
貸
金
白
御
用
に
任
じ
た
。
己
白
貸
金
が
印
ち
周
知
の
大
名
貸
で
あ
る
。
三
都
其
他
忙
存
し
た
銭
雨
替
は
主

8
 

と
し
て
銭
白
雨
替
を
行
っ
た
も
白
で
あ
る
が
、
江
戸
江
於
て
は
武
士
を
相
手
方
と
す
る
取
引
が
耐
明
石
品
同
叫
ん
で
あ
っ
た
。

地
方
都
市
に
於
て
も
事
情
は
略
々
同
様
で
あ
っ
た
。
特
に
遁
ぶ
べ
き
は
城
下
の
用
法
町
人
の
藩
札
殻
行
業
務
で
あ
る
。
蒋
札
の
裂

行
は
元
よ
り
藩
白
高
棋
に
局
し
た
が
、
護
行
並
に
引
換
の
寅
務
主
権
首
し
た
も
の
は
札
一
冗
に
起
用
せ
ら
れ
た
資
産
家
で
あ
っ
て
、
モ

れ
は
彼
等
を
起
用
す
る
と
と
に
よ
っ
て
財
政
上
に
利
用
し
符
ベ
く
、
又
彼
等
の
信
用
に
基
い
て
落
札
の
困
滑
一
な
る
流
通
が
期
待
せ
ら

れ
た
か
ら
で
あ
る
。

以
上
白
不
生
産
的
た
信
用
取
引
に
針
し
て
、
u国
時
り
生
産
的
な
信
用
取
引
は
、
工
業
に
針
ず
る
資
本
白
前
貸
の
形
で
行
は
れ
た
。

資
本
D
観
貼
よ
り
す
れ
ば
商
業
資
本
で
あ
り
、
ぷ
業
経
替
の
翻
賠
よ
り
す
れ
ば
問
犀
制
家
内
工
業
で
あ
る
。
資
本
の
前
貸
は
問
屋
若

〈
は
問
屋
業
務
を
倍
む
貸
金
業
者
で
あ
っ

τ、
そ
の
相
手
方
比
は
都
市
の
小
工
業
者
千
家
中
T
1

業
を
倍
む
武
士
も
あ
っ
た
が
、
主
要

左
る
は
農
村
工
業
者
で
あ
っ

h
。
己
れ
犬
量
的
に
需
要
せ
ら
る
L
日
常
生
活
用
品
が
、
主
と
し
て
農
村
工
業
製
品
で
あ
っ
た
己
と
込

照
臆
す
る
と
と
ろ
で
あ
る
。
然
る
に
前
述
。
如
く
、
乙
の
農
村
立
業
は
封
建
的
生
産
の
一
翼
と
し
て
頗
る
重
要
た
地
位
を
占
め
て
ゐ

た
。
こ
れ
だ
け
で
も
か
L
る
信
用
取
引
が
封
建
的
壮
曾
闘
係
の
博
外
に
於
て
行
は
れ
た
の
で
友
い
己
と
を
窺
は
し
め
る
が
、
よ
り
よ

〈
之
を
一
市
す
も
の
は
、
か
L
る
工
業
が
諸
蒋
の
凶
産
奨
励
政
策
の
封
象
と
友
り
、
モ
の
政
策
の
貴
行
者
と
し
て
問
濯
が
直
接
間
接
に

闘
興
し
た
揚
合
が
少
〈
去
か
っ
た
己
と
で
あ
る
。
園
産
奨
励
と
密
接
に
関
聯
し
て
、
諸
車
問
も
す
骨
商
業
資
本
家
と
し
て
工
業
に
臨
み
、

図
産
専
買
の
形
態
が
現
は
れ
た
が
、
己
の
揚
合
に
も
問
屋
は
排
除
せ
ら
れ
た
も
の
で
た
か
っ
た
。

以
上
、
生
産
物
白
商
品
化
自
過
程
よ
り
見
る
も
、
信
用
取
引
白
闘
係
よ
り
見
る
も
、
流
通
白
機
構
は
生
産
白
機
構
と
宥
接
主
閥
係

「安田銀行六十年誌J9頁。
土屋喬雄氏「日本紐済且概要J206頁。何ほ拙稿ri工戸時代白大医D工業J(前掲〕
参照。
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に
あ
っ
た
。
モ
白
主
な
る
内
容
は
、
約
言
す
れ
ば
、
生
産
の
後
遺
を
前
提
と
し
て
商
業
・
金
融
等
が
殻
遣
し
、
そ
れ
が
ま
た
生
産
自

帯
血
達
を
刺
戟
し
た
こ
と
、
商
業
が
時
間
達
し
て
所
謂
市
場
が
形
成
せ
ら
れ
、

一
見
之
と
無
関
係
で
あ
る
か
の
如
〈
見
ゆ
る
封
建
領
主

武
士
及
び
農
家
が
、
寅
は
最
も
密
接
た
閥
係
に
あ
っ
た
と
と
、
流
遇
機
構
の
権
営
者
で
あ
る
商
人
目
前
動
が
主
と
し
て
此
等
白
人
々

と
の
聞
係
に
於
て
行
は
れ
、

縫
っ
て
そ
の
購
買
力
及
び
資
本
D
蓄
積
が
主
と
し
て
己
の
関
係
に
基
い
て
た
さ
れ
た
こ
と
た
ど
で
あ

る
。
要
す
る
に
か
く
の
如
き
生
産
機
構
と
流
通
機
構
と
が
一
憾
と
怠
っ
て
江
戸
時
代
の
経
済
機
構
を
形
成
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

領
域
経
済
と
会
闘
経
済

封
建
的
な
生
産
及
び
之
と
離
る
べ
か
ら
ざ
る
関
係
に
あ
る
流
通
、
そ
れ
は
一
暢
と
た
っ
て
江
戸
時
代
田
経
済
機
構
を
形
成
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
併
し
そ
白
経
済
機
構
が
翻
民
経
済
的
な
金
一
慌
に
ま
で
高
ま
っ
て
ゐ
た
も
の
で
た
か
っ
た
己
と
は
、
封
建
制
度
の
政

治
的
部
面
卸
ち
土
地
・
人
民
に
針
す
る
主
権
の
分
割
と
い
ふ
E
と
を
顧
み
る
友
ら
ば
、
容
易
に
肯
け
る
と
己
ろ
で
あ
ら
う
。
即
ち
諸

侯
は
将
軍
の
政
令
陀
服
し
、
会
図
的
な
経
済
機
構
の
う
ち
に
織
込
ま
れ
乍
ら
、
向
ほ
夫
々
凋
立
の
財
政
・
経
済
を
替
ん
で
ゐ
た
も
の

で
あ
っ
て
、
そ
と

K
所
謂
領
域
経
済
の
存
立
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

領
域
経
済
は
中
位
に
於
げ
る
大
名
領
地
の
成
立
と
共
陀
誕
生
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
可
能
性
は
い
ふ
迄
も
な
く
、
大
名
領
地

が
貴
族
又
は
祉
寺
の
妊
園
の
如
く
分
散
的
で
在
〈
、
概
心
一
所
に
集
中
し
て
ゐ
た
己
と
、
一
並
に
都
市
が
封
建
的
政
治
機
構
の
う
ち
に

完
全
に
包
嬬
せ
ら
れ
た
之
と
等
に
存
し
た
。
江
戸
時
代
D
欣
態
を
見
る
に
、
天
領
が
全
国
各
地
に
散
在
し
た
の
に
勤
し
て
、
諸
侯
の

領
地
は
概
伝
一
所
に
集
中
し
て
ゐ
た
。
諸
俣
の
う
ち
で
も
譜
代
大
名
の
領
地
は
、
そ
れ
が
恩
賞
と
し
て
新
た
に
輿
へ
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
閥
係
か
ら
、
飛
地
と
裕
し
て
そ
り
幾
分
が
各
地
に
散
在
す
る
も
の
も
稀
で
は
た
か
ワ
た
が
、
外
様
大
名
の
そ
れ
は
頗
る
集
中
的

江
戸
時
代
田
鰹
済
機
構

第
五
十
=
一
番

五

第
宜
抽
師

回



江
戸
時
代
白
経
済
構
構

め

で
あ
っ
た
。

第
五
十
三
巻

五

第
五
雄

四

割
問
代
た
る
と
外
様
た
る
と
を
間
は
中
、
大
名
は
自
己
の
領
地
に
勤
し
で
強
大
友
領
主
植
を
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
己
の
領

主
檎
に
基
い
て
所
謂
藩
制
が
成
立
し
て
ゐ
た
。
と
の
領
地
を
制
域
と
し
慣
主
を
中
心
と
し
て
形
成
さ
れ
た
経
済
が
領
域
経
済
で
あ
ワ

て
、
落
の
財
政
が
幕
府
白
財
政
か
ら
濁
立
し
て
ゐ
た
と
と
は
勿
論
の
と
と
、
域
下
町
共
他
領
内
の
都
市
在
中
心
と

ιて
形
成
さ
れ
た

流
通
機
構
も
、

一
一
服
全
国
的
流
通
機
構
か
ら
相
倒
立
し
て
ゐ
た
。
尤
も
己
の
後
者
は
元
来
は
自
然
的
友
生
成
で
あ
ら
う
が
、
人
鴻
的
に

形
成
せ
ら
れ
た
鞘
も
少
く
な
い
。
津
宵
め
乃
至
は
閥
税
に
よ
る
商
品
移
出
入
の
制
限
、
自
給
自
足
日
的
の
国
産
奨
蹴
左
ど
が
そ
の
濁

立
に
興
っ
て
カ
が
あ
っ
た
。
更
に
江
戸
時
代
中
期
以
後
に
在
る
と
、
諸
落
は
概
ね
落
札
を
務
行
し
た
が
、
そ
れ
は
い
ふ
迄
も
な
く
領

内
に
の
み
通
用
す
る
紙
幣
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
主
た
る
過
貸
し
ど
た
っ
た
場
合
に
は
、
白
色
領
内
経
済
は
全
凶
流
通
か
ら
狗
立
せ
き
る

を
得
な
か
っ
た
。

繰
返
し
亡
漣
ぶ
れ
ば
、
諸
大
名
は
自
己
の
領
地
並
に
領
民
に
針
す
る
政
治
的
支
配
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
領
域
粧
済
の
支
配
者
で

あ
り
、
領
域
絞
済
政
策
の
王
瞭
で
あ
っ
た
。
よ
り
高
段
の
経
済
政
策
の
主
韓
と
し
て
幕
府
が
あ
っ
た
。
併
し
鎖
国
下
の
首
時
の
こ
と

h

て
、
岡
際
経
済
問
係
を
前
提
と
す
る
図
民
経
済
的
立
場
か
ら
の
経
済
政
策
は
、
殆
ど
そ
白
重
要
性
を
持
た
な
か
っ
た
。
之
に
針
し

て
諸
蒋
の
経
済
政
策
は
、
領
域
粧
品
門
が
岐
に
全
国
経
済
の
中
に
織
込
ま
れ
て
ゐ
る
朕
態
に
於
て
は
、
モ
の
死
前
に
問
問
ず
る
事
柄
と
し

て
重
要
腕
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
等
し
〈
封
建
領
主
と
稽
す
る
も
、
将
軍
と
諸
伎
と
の
聞
に
著
し
き
性
格
。
柄
異
が
見
ら
れ

た
所
以
は
設
に
あ
る
。

上
遁
の
如
く
、
諸
藩
は
能
ふ
限
り
領
域
経
済
の
濁
立
を
維
持
せ
ん
と
し
た
が
、
そ
白
金
園
流
通
か
ら
D
完
杢
た
濁
立
は
、
い
は
ば

一
個
の
理
念
に
過
ぎ
十
、
希
盤
的
理
想
の
欣
態
に
外
な
ら
た
か
っ
た
。
郎
ち
商
品
の
一
企
図
流
通
O
傾
向
は
寝
々
と
し
て
進
み
、
諸
藩

牧樺士「日本法相j史僻論J289一切0頁。>0) 



の
自
給
自
足
経
済
へ

D
努
力
に
も
拘
ら
や
、
領
域
経
済
は
金
閲
流
活
の
う
ち
へ
吠
第
に
深
く
織
込
ま
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

元
来
金
閣
流
通
の
稜
建
は
、
各
地
方
々
々
の
消
費
需
要
が
，
次
第
に
均
等
化
す
る
傾
向
陀
あ
る
の
に
勤
し
、
生
産
供
給
は
各
地
問
に

多
少
と
も
に
差
違
あ
る
が
肢
に
、
そ
の
需
要
と
供
給
と
を
遁
合
さ
せ
る
上
に
相
互
忙
財
貨
の
交
換
を
行
ふ
を
使
貨
と
し
、
ま
た
必
要

と
し
た
と
と
ろ
か
ら
生
じ
た
も
り
で
あ
る
。
而
し
て
そ
れ
は
中
世
期
以
来
徐
々
に
現
は
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
初
期
の
欣
態
は
恐
ら

4
不
規
則
的
且
つ
問
歌
的
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
が
、
江
戸
時
代
に
入
り
て
吹
第
に
規
則
的
・
恒
常
的
と
た
り
、
時
代
の
経
過
と
共
に

そ
の
度
合
は
愈
々
高
ま
っ
た
。
大
阪
が
夫
卜
O
議
所
と
し
て
謡
は
れ
元
所
以
ほ
、
そ
己
が
随
一
の
商
品
。
集
散
地
で
あ
り
、
杢
闘
流

遇
の
最
も
大
た
る
結
筒
駄
で
あ
っ
た
が
ら
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
江
戸
時
代
初
期
既
に
干
鰯
・
材
木
・
木
綿
・
泊
等
D
問
屋

が
あ
っ
て
、
畿
内
・
西
圏
・
江
戸
主
範
囲
と
す
る
取
引
に
従
事
し
て
ゐ
九
。
諸
侯
が
米
を
大
阪
に
輪
選
し
て
販
費
す
る
こ
と
が
既
に

塑
臣
民
時
代
に
始
ま
り
、
江
戸
時
代
に
入
り
て
減
屋
敷
が
綬
々
設
け
ら
れ
た
と
と
は
、

い
ふ
ま
で
も
友
い
。

杢
閣
流
通
の
後
遺
と
共
に
、
そ
こ
に
は
共
通
の
慣
格
が
成
立
し
た
。
荻
生
但
徳
の
享
保
年
聞
の
著
「
政
談
L

に
『
商
人
の
勢
躍
に

成
て
、
日
本
圃
中
の
商
人
通
じ
て
一
枚
と
成
、
物
の
直
段
も
選
閣
と
御
城
下
と
釣
合
て
居
る
故
、
数
百
高
人
の
商
人
一
枚
に
な
り
た

る
勢
に
は
勝
れ
ね
事
に
て
、
何
耗
御
城
下
に
て
御
下
知
有
て
も
、
物
の
直
段
下
ら
血
筋
も
有
』
と
あ
る
D
は
、
そ
り
欣
態
を
説
明
し

た
も
の
で
あ
る
。
更
に
個
々
の
商
品
の
慣
格
は
相
互
に
密
接
友
関
係
主
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
事
は
宅
鳩
山
県
り
「
乗
山
秘
策
」

に
「
一
物
の
債
の
高
〈
成
候
へ
ば
、
央
に
蓮
る
寓
物
の
債
の
高
〈
成
候
謂
は
、
持
奉
行
中
書
付
の
如
〈
に
候
に
付
]
と
見
ゆ
る
が
如

く
、
営
時
の
識
者
も
既
に
明
碓
に
認
識
せ
る
事
柄
予
一
あ
っ
た
。

拡
て
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
金
図
流
遇
の
設
建
を
促
し
た
特
殊
事
情
に
就
て
は
、
前
項
に
於
て
既
に
遁
べ
た
が
、

E

L
に
繰
返
し

説
明
を
加
ム
ペ
昔
は
、
古
人
債
の
役
割
に
就
て
ピ
あ
る
。
幕
府
民
全
闘
に
針
す
る
政
令
の
問
づ
る
と
と
ろ
で
は
あ
る
が
、
領
地
の
閥
係

江
戸
時
代
田
経
済
機
構

第
五
十
三
巻

五

= 

第
五
掛

四

。
頁3

0
 

戸、
8
頁

一
」
3

以
集
国

頁
体
。

出
但
巻

3
z
q
a
 

信
事

一
吋
」

第
E
書

」
山
町
議

史
舟
関

市
I
R
組

担
卦
坤

円
黒
円

)
)
〕

E

2

3

 

z
z
z
 



江
声
時
代
田
経
済
構
構

第
五
十
一
-
一
巻

まE

回

第
主
観

四
回

よ
り
見
れ
ば
一
個
の
大
な
る
領
主
に
外
在
ら
左
か
っ
た
。
併
し
そ
白
領
地
印
ち
天
領
は
全
図
に
亙
っ
て
散
在
し
、
到
底
領
域
経
済
を

形
成
し
得
る
性
質
の
も
の
で
は
友
か
っ
た
。
と
の
欣
態
よ
り
ナ
る
も
、
時
貯
又
幕
府
の
商
業
白
山
の
態
度
よ
り
す
る
も
、
円
品
然
天
領
は

自
由
市
場
と
し
て
開
放
さ
る
べ
き
も
D
で
あ
っ
て
、
而
も
そ
己
に
は
犬
阪
・
江
戸
・
京
都
共
他
の
全
闘
流
通
の
中
耐
と
友
る
べ
昔
大

都
市
が
存
し
た
。

か
く
で
江
戸
時
代
の
全
園
流
通
は
、

己
の
自
由
市
場
特
に
大
阪
・
江
戸
D
二
大
都
市
を
中
心
と
し
た
の
で
あ
っ

τ
、
己
の
鞘
は
常
に
念
頭
に
置
か
れ
ね
ば
左
ら
ね
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
。

杢
岡
流
通
O
捲
営
者
は
勿
論
商
人
で
あ
っ
た
。
中
央
か
ら
地
方
へ
、
地
方
か
ら
中
央
へ
、
物
及
び
貨
幣
の
流
通
を
捲
首
し
、
以
て

領
域
経
済
白
金
岡
流
通
へ
白
聯
裂
に
大
い
な
る
役
割
を
潰
巳
た
。
併
し
か
t

為
る
聯
繋
が
、
ま
た
領
域
経
済
の
主
人
で
あ
る
諸
侯
に
よ

ワ
て
も
凹
弔
さ
れ
た
と
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
左
い
。
ぞ
れ
は
先
づ
貢
米
及
ぴ
共
他
の
闘
産
の
質
排
ひ
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
諸
蒋
が
米

共
他
の
園
産
を
費
る
己
と
を
必
要
と
し
た
最
も
重
要
た
事
柄
は
、
参
親
交
代
制
度
で
あ
る
。
い
ム
迄
も
た
く
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
、

諸
侯
は
図
許
と
江
戸
と
の
二
重
生
活
を
徐
儀
友
く
せ
ら
れ
、
而
も
江
戸
生
前
費
並
に
道
中
入
用
は
、
之
を
自
己
に
鵠
地
殻
行
の
模
攻

き
E
貨
を
以
て
支
出
し
た
け
れ
ば
左
ら
仕
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
更
に
之
に
生
活
の
向
上
が
加
は
り
、
結
局
三
都
共
他
の
宮
商
か
ら

信
用
を
受
け
友
け
れ
ば
左
ら
ぬ
欣
態
に
立
至
っ
た
が
、
そ
の
権
保
と
し
て
乃
至
は
排
済
白
手
段
と
し
て
も
、
亦
米
共
他
の
一
図
産
を
中

央
市
揚
へ
搬
出
す
る
己
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
破
屋
敷
よ
り
賓
沸
は
れ
る
米
以
外
白
図
産
が
、
時
代
の
経
過
と
共
に
種
類
及
び
数
量

を
増
加
し
た
の
は
営
然
の
事
柄
で
あ
っ
た
。
か
く
て
諸
侯
は
領
域
粧
済
の
一
自
給
自
足
を
理
想
と
し
乍
ら
、
会
園
流
通
の
傾
向
に
は
抗

し
得
十
、
窓
諭
せ
る
と
否
と
に
拘
ら
宇
、
自
ら
企
図
流
通
白
発
展
に
大
い
な
呂
役
割
を
演
じ
た
白
で
あ
る
。

己
の
全
園
流
通
を
指
標
と
し
て
、
そ
と
に
現
は
れ
た
経
済
の
全
酬
闘
を
会
閥
経
消
と
呼
ぶ
。
或
は
之
を
倒
民
経
済
と
名
付
け
る
人
も

あ
る
も
v

敢
て
己
の
稲
呼
を
肘
日
友
い
の
は
若
干
の
理
由
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
成
る
程
貨
幣
及
び
皮
量
術
は
全
図
的
に
統
一
せ
ら

1i'Jへば菅野博士「大匝紐隣史研究J2頁以下。'4) 



れ
、
商
品
は
会
岡
的
に
流
通
し
、
幕
府
の
政
令
は
会
閣
に
及
ん
だ
。
け
れ
ど
も
今
日
普
通
に
所
調
関
民
経
済
危
る
概
念
は
、
世
界
経

内
・
関
際
経
縄
問
閥
係
を
橡
恕
し
た
概
念
で
あ
り
、
ま
た
歴
史
的
に
は
近
代
岡
家
的
統
一
と
共
に
現
は
れ
た
概
念
で
あ
る
が
、
江
戸
時

代
の
我
闘
の
経
済
は
同
際
都
済
的
闘
係
か
ら
遊
離
し
て
居
り
、
ま
た
中
央
集
権
的
に
統
一
せ
ら
れ
て
ゐ
た
と
は
い
へ
、
完
全
左
近
代

岡
家
的
統
一
に
は
ま
だ
若
干
の
距
離
が
あ
っ
た
。
と
の
距
離
を
構
成
し
た
主
な
る
事
情
は
、
前
遁
の
領
域
粧
消
の
存
在
で
あ
っ
て
、

そ
れ
は
杢
同
流
遁
?
っ
ち
に
織
込
ま
れ
て
ゐ
た
と
は
い
へ
、
そ
己
に
は
滴
立
の
政
策
主
慢
が
あ
り
、
ま
た
商
品
の
流
通
を
妨
げ
る
が

如
き
施
設
も
行
は
れ
た
。

右
も
州
諸
の
首
否
は
軍
要
た
問
題
で
は
左
い
。
重
要
友
る
は
一
セ
白
内
容
で
あ
っ
て
、
帥
ち
己
の
領
域
経
済
を
合
む
金
岡
経
済
、
そ

れ
が
ま
さ
に
中
央
集
機
的
封
建
制
皮
の
解
消
的
側
耐
で
あ
っ
た
こ
と
を
理
解
す
れ
ば
足
る
。

換
有
す
れ
ば
江
戸
時
代
の
経
済
機
構

は
、
平
在
る
生
産
及
び
流
通
の
機
構
に
加
ふ
る
に
、
如
上
の
意
味
で
白
金
同
経
済
的
危
機
構
を
以
て
す
る
己
v
ど
に
よ
っ
て
よ
り
よ
く

現
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
特
に
台
時
の
経
済
政
策
を
諒
解
す
る
た
め
に
は
、
か
ー
ミ
る
全
闘
経
済
の
成
立
せ
る
赦
態
、
地
に
金
岡
粧

桝
の
統
制
者
と
し
て
幕
府
、

領
域
経
消
の
統
制
者
と
し
て
諸
侯
が
存
在
せ
る
と
と
を
、

先
づ
知
っ
て
置
か
ね
ば
友
ら
友
い
白
で
あ

る。
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